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Abstract
The purpose of this paper is to analyze what kind of war and peace consciousness students are 
forming in Israel, which is in a state of ethnic and religious tension. I conducted opinion surveys 
for junior high school students. The subjects of the survey are a private school conducted in 2018 
and three state secular schools conducted in the second survey. The analysis will focus on the 
results of the state secular school in the second survey. More than 90% of students think that the 
world is not peaceful. The first reason is “there is a continuous danger and threat of terrorism” and 
the second is “there are countries at war”. 73% of junior high school students support Just War 
theory, and 54% oppose the abandonment of her war. The percentage of agents who inherit about 
World War II is high. 80% of the students select “teachers and educators” and about 70% select 
“fathers and mothers”. The fifth selection is “Holocaust survivors” with 56%. “Anti-Semitism and 
the Holocaust” is the most selected learning subject for forming a peaceful society. The next is 
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“prevention of terrorism”. The third is “to live in harmony with Palestinian neighbors.” Dialogues, 
compromises, conflict resolutions, reconciliations, etc. are described as methods of peace formation. 
Among them is a positive approach to the Palestinian problem. On the contrary, there are some 
pessimistic opinions about peace formation. Some pessimistically view conflict and Palestinian 
problem resolution and describe hawkish methods. Some have an opinion that is oriented towards 






















（Jewish population of the worldのHPより）。
2 パレスチナの人口は、約497万人で、西岸地区が約298万人、ガザ地区が約199万人に分かれる（パレスチナ中央
統計局、2019）。



























教育制度は、基本的に、小学校 6 年、中学校 3 年、高校 3 年の6-3-3制である。地域によっては、初等
教育 8 年、中等教育 4 年という所もある。
　イスラエルの学校制度の枠組は、国内の民族・宗教的多面性を考慮して構築されている。学校は大









であるが、初等学校の 3 学年からヘブライ語が教えられる。イスラエルの学校では、第 1 外国語の主





















（2）第 2 次調査（ 3 校で実施）
　第 2 次調査は、事前にイスラエル教育省の首席科学者（Chief Scientist of Ministry of Education）
の許可を得て行った調査である。2018年になると、イスラエルの学校において、学外者が教育省の許
可無く調査研究を行うことができなくなった。つまり、調査研究を行うには、イスラエル教育省の首席







始し、 3 校より調査協力への承諾を得た。 A校では記入後に調査票が2019年12月に日本へ返送され、
B 校では2020年 1 月に返送された。 C 校では、ネット上のグーグル・フォームの質問票に生徒が記入




　2018年に調査を実施したD校は私立学校である。2019／2020年に実施した A校、 B 校、 C 校はいず
れもイスラエルで多数派の公立の世俗校である。表 2 は、調査対象校ごとの有効サンプル数について、
性別、学年別、年齢別による内訳を示したものである。調査対象学年は、日英独での調査結果と比較を
行うため、いずれも 8 学年（日本の中学 2 学年に相当）を中心とした。ただし B 校では、学校側から
の要請と相談により 8 学年と 9 学年の 2 学年において調査を実施した。
表 1 　イスラエルの調査対象校
第 1 次調査 第 2 次調査
調査の表記 　D　校調査 2020年調査
調査時期 2018年 5 月 2019年12月 2020年 1 月 2020年 2 / 3 月
調査対象校 D校 A校 B校 C校
設置形態 私立学校 公立世俗校 公立世俗校 公立世俗校







男子 女子 その他  8 年  9 年 12歳 13歳 14歳 15歳 不明
2020年
調査
A校 163（25.1） 80 82 1 163 0 3 123 36 1 0
B校（ 8 学年） 147（22.6） 70 75 2 147 0 1 108 38 0 0
B校（ 9 学年） 168（25.8） 81 86 1 0 168 0 2 116 50 0
C校 55（ 8.5） 24 31 0 55 0 0 35 20 0 0
小　計 533（82.0） 255 274 4 365 168 4 268 210 51 0
D校調査 D校 117（18.0） 64 52 1 117 0 1 39 73 2 2










　表 3 によると、2020年調査と D 校調査は共に、世界が平和かについて「いいえ」と答える生徒は
90％以上と非常に多い。世界状況について、ほとんどの生徒が平和でないと思っている。




 表 3 　世界が今平和と思うか （単数回答、数字は％）






























　　以下、「 p ＝0.031， p ＜0.05，*」と記述する。
注 2 ：性別で、 p ＝0.004， p ＜0.01，**。






























　表 4 は、世界が平和と思うかの質問に「いいえ」と答えた生徒に対し、その理由を複数回答で選ばせ 























   6.4（34）
   93.6（496）
   7.7（9）　
   92.3（108）
計（回答数） 100％（530） 100％（117）




























































































































































































注 2 ：学校別で p ＝0.448、性別で p ＝0.425。
　　　B校の 8 学年と 9 学年別では、 p ＝0.069， p ＜0.1。
8 日本の中学生調査（2016年調査）では、先生から第 2 次大戦について聞いたが56.0％、祖父母から聞いたが












　学年別の差異として、 B 校の 8 年生と 9 年生の学年別で差がやや生じている。学年が第 8 学年から
第 9 学年に上がると、正義の戦争論に「全く賛成」の回答割合は逆に減る傾向が見られる（ p ＜0.1）。
　表12は、イスラエルが今後行うかもしれない戦争について、生徒がどのように思っているかを聞い
たものである。2020年調査では、「イスラエルは戦争を全くするべきではないと思いますか」（戦争放棄）





























































注 2 ：学校別で p ＝0.106、性別で p ＝0.118。









　「イスラエルは戦争を全くするべきではないと思いますか」の問いに、B校では、第 8 学年から第 9　 
学年になると、強く否定する「思わない」の割合が、11.8ポイント（19.3％→30.5％）も増加する。つ
まり、B校では、 8 学年から 9 学年に上がると、戦争放棄を望ましいと〈思わない〉意見（戦争肯定意 









































































































































計（回答数） 100％（528） 100％（117） 100％（317） 100％（323）



































































































について考えることが多く（ p ＝0.035，p ＜0.05，*）、②今の世界を平和でないと思う割合が多い（表 
 6 ： p ＝0.004， p ＜0.01，**）。戦争観については、正義の戦争論に対する意識に男女別で差は見られ
ず、戦争放棄意識にも大きな差があるとは言えない。
　しかし、平和形成の意識については、男生徒と女生徒の間に大きな違いが見られる。女生徒の方が、
③社会が平和であるために何かしたいと思い（表17： p ＝0.000， p ＜0.001，***）、④平和形成につ
いて知りたいと思い（ p ＝0.001， p ＜0.01，**）、⑤平和な社会を形成するために努力した人や団体を
知っていると多くが答え（ p ＝0.034， p ＜0.05，*）、⑥将来、平和構築の活動や仕事に参加したいと
答えている（表20： p ＝0.000， p ＜0.001，***）。⑦また、広島や長崎の被爆体験を世界の人々に伝

























計（回答数） 100％（527） 100％（115） 100％（315） 100％（321）
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